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IPv6のアドバンテージ
IPv4の継承と発展
基本的にIPv4で出来ることを継承
マルチキャストやIPsecが標準に
しかしIPv6ならではな機能には乏しい

IPv4との大きな違いは？
圧倒的に豊富なIPアドレス数
128ビット長　　約340潤個（潤=10^32）
様々なノードがネットワークに繋がることを可能に

非PC機器のネットワーク参加（All IP化）
1つのノードに対して複数のアドレス利用が前提
リンクローカルアドレス

グローバルアドレス、一意なローカルアドレス（ULA）

IPv4でできなかった技術として
マルチプレフィックスなんてどうでしょう

かん
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IPv6マルチプレフィックス
１つのネットワーク内で複数のIPv6アドレスを利用する技術
サービス毎にIPv6プレフィックスを配布しコントロール
複数のサービス網を１つの端末/ネットワークで利用可能
ネットワーク層における多重論理ネットワーク
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食品業者
メーカー
メーカー

ＩＳＰ
ＩＳＰ

InternetInternet

アクセス網アクセス網

Multi-Prefix

Closed NetworkClosed Network Open NetworkOpen Network

機器の遠隔サポート、
メンテナンス、バージョ

ンアップなど

冷蔵庫内の在庫に応
じて、食品を宅配。

ＰＣに限らず様々なデバ
イスにコンテンツを配信

IPv6利用による
自由な双方向通信

(No NAT)

Prefixに応じた
ポリシールーティング

宅内

1本の物理アクセスライン上で
複数のサービス

アタックや情報漏えいに敏感な
アプリケーションサービスはクローズドネットで提供

オープン性や効率が重視される
アプリケーションサービスはインターネットで提供
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本日のパネラのみなさま

常川様

IPv6移行実証実験によるマルチプレフィックスの有効性
昨年度実施されたIPv6移行実証実験で利用されたマルチプレフィックス技術
（MPMH技術）を中心に有効性について

藤井様

マルチプレフィックスを利用したネットワークのコストシェアモデル構築
の可能性

マルチプレフィックス技術の応用例として検討されているネットワークのコストシェ
アモデルについて

松本様

IPv6協議会でのマルチプレフィックスの検討状況
IPv6協議会における「マルチプレフィックスSWG」で現在議論されている内容を
中心とした標準化動向について

川島様

ブロードバンドルータメーカにおけるマルチプレフィックス検討状況

製品化に向けたメーカの取り組みやメーカが持つマルチプレフィックス技術への期
待感について
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ディスカッション

＜当日記入＞
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まとめ

＜当日記入＞
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